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第56期定時株主総会招集ご通知に際しての
インターネット開示事項

連　結　注　記　表

個　別　注　記　表

（2018年４月１日から2019年３月31日まで）

和　弘　食　品　株　式　会　社

「連結注記表」及び「個別注記表」につきましては、法令及び当社
定款第16条の規定に基づき、インターネット上の当社ウェブサイト
（https://www.wakoushokuhin.co.jp/）に掲載することにより
株主の皆様に提供しております。

表紙
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連　結　注　記　表

１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等
(1） 連結の範囲に関する事項

連結子会社の数及び名称
連結子会社の数　１社
連結子会社の名称　WAKOU USA INC.

(2) 持分法の適用に関する事項
　該当事項はありません。

(3) 連結子会社の決算日に関する事項
　連結子会社の決算日と連結決算日は一致しております。

(4) 会計方針に関する事項
① 重要な資産の評価基準及び評価方法
ⅰ　その他有価証券

・時価のあるもの　　　決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平
均法により算定）

・時価のないもの　　　移動平均法による原価法
ⅱ　たな卸資産

・商品及び製品、
仕掛品、原材料

総平均法による原価法（貸借対照表価額は、収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

・貯蔵品　　　　　　　最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額は、収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算
定）

② 重要な固定資産の減価償却の方法
ⅰ　有形固定資産
(リース資産を除く)

定率法
ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降
に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法を採用しております。
主な耐用年数
建　　物 ７～47年
機械及び装置 ３～15年

ⅱ　無形固定資産
(リース資産を除く)

定額法
なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法を採
用しております。

ⅲ　リース資産　　　　　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数として、残存価額を零とする定額法によっております。
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③ 重要な引当金の計上基準
ⅰ　貸倒引当金　　　　　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については、貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特

定の債権については、個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。
ⅱ　賞与引当金　　　　　従業員賞与の支給に備えるため、支給見込額に基づく当連結会計年度負担額を計上しております。
ⅲ　役員退職慰労引当金　役員の退職慰労金の支給に備えるため、役員退職慰労金規程に基づく当連結会計年度末要支給額を計

上しております。
ⅳ　執行役員退職慰労引当金
　　　　　　　　　　　　執行役員の退職慰労金の支給に備えるため、執行役員規程に基づく当連結会計年度末要支給額を計上

しております。

④ 退職給付に係る資産及び負債の計上基準
従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基
づき、退職給付債務から年金資産の額を控除した額を退職給付に係る負債として計上しております。
なお、認識すべき年金資産が、退職給付債務を超過する場合には、退職給付に係る資産として投資そ
の他の資産に計上しております。

⑤ 消費税等の会計処理　　消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

⑥ 重要な外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準
外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理
しております。なお、在外子会社等の資産及び負債は期末決算日の直物為替相場により円貨に換算
し、収益及び費用は期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整
勘定に含めております。

２．会計方針の変更に関する注記
　　該当事項はありません。

３．未適用の会計基準等に関する注記
・「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　平成30年３月30日　企業会計基準委員会）
・「収益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号　平成30年３月30日　企業会計基準委員会）

(1）概要
　国際会計基準審議会（IASB）及び米国財務会計基準審議会（FASB）は、共同して収益認識に関する包括的な会計基準の開発
を行い、2014年５月に「顧客との契約から生じる収益」（IASBにおいてはIFRS第15号、FASBにおいてはTopic606）を公表
しており、IFRS第15号は2018年１月１日以後開始する事業年度から、Topic606は2017年12月15日より後に開始する事業
年度から適用される状況を踏まえ、企業会計基準委員会において、収益認識に関する包括的な会計基準が開発され、適用指針と
合わせて公表されたものです。
　企業会計基準委員会の収益認識に関する会計基準の開発にあたっての基本的な方針として、IFRS第15号と整合性を図る便益
の１つである財務諸表間の比較可能性の観点から、IFRS第15号の基本的な原則を取り入れることを出発点とし、会計基準を定
めることとされ、また、これまで我が国で行われてきた実務等に配慮すべき項目がある場合には、比較可能性を損なわせない範
囲で代替的な取扱いを追加することとされております。
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(2）適用予定日
　2022年３月期の期首から適用します。

(3）当該会計基準等の適用による影響
　「収益認識に関する会計基準」等の適用による連結計算書類等に与える影響額については、現時点で評価中であります。

４．表示方法の変更に関する注記
（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」の適用）
「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当連結会計年度の期首から適用
し、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表示しております。

５．連結貸借対照表に関する注記
(1) 担保に供している資産及び担保に係る債務
① 担保に供している資産 建物及び構築物 258,744千円

土地 550,436千円
計 809,180千円

② 担保に係る債務 短期借入金 228,600千円
１年以内返済予定の長期借入金 351,400千円
長期借入金 30,000千円

計 610,000千円

(2）有形固定資産の減価償却累計額 5,173,380千円
（3）有形固定資産の取得価額から控除した圧縮記帳額

機械及び装置 27,200千円
（4）連結会計年度末日満期手形

　　　　連結会計年度末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。
　　　　なお、当連結会計年度の末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形が連結会計年度末残高に含ま

れております。
　受取手形 35,092千円
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６．連結株主資本等変動計算書に関する注記
(1) 発行済株式の総数に関する事項

当連結会計年度末における発行済株式の種類及び株式数
普通株式 949千株

(2) 剰余金の配当に関する事項
① 配当金支払額等

2018年６月20日開催の第55期定時株主総会による配当に関する事項
・配当金の総額 40,934千円
・１株当たり配当金額 50円
・基準日 2018年３月31日
・効力発生日 2018年６月21日

② 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期になるもの
2019年６月21日開催予定の第56期定時株主総会において次のとおり付議いたします。

・配当金の総額 40,934千円
・１株当たり配当金額 50円
・基準日 2019年３月31日
・効力発生日 2019年６月24日

７．金融商品に関する注記
(1) 金融商品の状況に関する事項
① 金融商品に対する取組方針

当社グループは、資金運用については安全性の高い短期的な預金等に限定し、また、資金調達については、銀行借入による方
針であります。

② 金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制
営業債権である受取手形及び売掛金に係る信用リスクは、取引先ごとの期日管理及び残高管理を行い、リスク低減を図ってお
ります。
投資有価証券である株式は、主に業務上の関係を有する上場企業の株式であり市場価格の変動リスクに晒されておりますが、
四半期ごとに時価の把握を行っております。
営業債務である買掛金及び未払金は、殆んどが４ヶ月以内の支払期日であります。
借入金は、主に運転資金に係る資金調達（原則として５年以内）であります。
上記借入金のうち長期借入金75,000千円はデリバティブ内包型で調達しており、当該組込デリバティブは金利変動を固定化
するものであり、その時価は長期借入金の時価に含めて記載しております。

　ファイナンスリース取引に係るリース債務は、主に設備投資に必要な資金調達を目的としたものであります。
③ 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額が含まれております。
当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することにより、当該価額が変動するこ
とがあります。
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(2) 金融商品の時価等に関する事項
　2019年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。なお、時価を
把握することが極めて困難と思われるものは含まれておりません。（（注）１．及び（注）２．参照）

連結貸借対照表計上額（千円） 時価（千円） 差額（千円）

(1) 現金及び預金 1,310,431 1,310,431 －
(2) 受取手形及び売掛金 1,638,310 1,638,310 －
(3) 投資有価証券

その他有価証券 113,170 113,170 －
資産計 3,061,912 3,061,912 －
(1) 買掛金 1,179,944 1,179,944 －
(2) 短期借入金 1,000,000 1,000,000 －
(3) 未払金 485,233 485,233 －
(4) 長期借入金（※） 759,775 758,531 1,243
(5) リース債務（※） 368,716 362,420 6,296
負債計 3,793,669 3,786,129 7,539

（※）１年内返済予定の長期借入金及びリース債務を含めております。
（注）１．金融商品の時価の算定方法並びに投資有価証券に関する事項
資産
(1) 現金及び預金(2) 受取手形及び売掛金

　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっております。
(3) 投資有価証券

　投資有価証券の時価は、取引所の価格によっております。

負債
(1) 買掛金(2) 短期借入金(3) 未払金

　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっております。
(4) 長期借入金

　長期借入金の時価については、元利金の合計額を新規に同様の借り入れを行った場合に想定される利率で割り引いた現在価値
により算定しております。
(5) リース債務（１年以内に期限が到来するリース債務を含む）

　リース債務の時価については、元利金の合計額を同様の新規リース取引を行った場合に想定される利率により割引計算を行っ
た現在価値により算定しております。
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（注）２．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

区　分 連結貸借対照表計上額（千円）

非上場株式 10,620

　非上場株式については、市場価格がなく、かつ、将来キャッシュ・フローを見積ることなどが出来ず、時価を把握することが極め
て困難と認められるものであるため、「資産 (3) 投資有価証券」には含めておりません。

８．デリバティブ取引に関する注記
ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引
金利関連
デリバティブ内包型の長期借入75,000千円を行っております。
当該組込デリバティブは、金利の変動を固定化するものであり、その時価は、当該長期借入金の時価に含めて記載しておりま
す。

９．１株当たり情報に関する注記
１株当たり純資産額 4,951円92銭
１株当たり当期純利益 152円17銭（期中平均発行済株式総数から期中平均自己株式数を控除した株式数で算出して

おります。）

10．重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。

11．その他の注記
減損損失に関する注記

当社グループは、以下の資産について減損損失を計上しました。

用途 場所 種類 減損損失

事業用資産 大阪支店
（大阪市中央区博労町） 建物 5,981千円

事業用資産 大阪支店
（大阪市中央区博労町） 工具器具備品 798千円

　当社グループは、減損の兆候を判定するにあたり、事業用資産は主としてキャッシュ・フローの生成単位である支店単位でグ
ルーピングしております。
　収益性が著しく低下した事業用資産については、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失
に計上しております。

　　　　なお、当資産の回収可能価額は使用価値により測定しており、帳簿価額を減損損失として計上しております。

12．記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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個　別　注　記　表

１．重要な会計方針に係る事項
(1) 資産の評価基準及び評価方法
① 関係会社株式　　　　　移動平均法による原価法
② その他有価証券

・時価のあるもの　　　決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平
均法により算定）

・時価のないもの　　　移動平均法による原価法
③ たな卸資産

・商品及び製品、
仕掛品、原材料

総平均法による原価法（貸借対照表価額は、収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

・貯蔵品　　　　　　　最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額は、収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算
定）

(2) 固定資産の減価償却の方法
① 有形固定資産
(リース資産を除く)

定率法
ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降
に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法を採用しております。
主な耐用年数
建物 ７～47年
機械及び装置 ３～15年

② 無形固定資産
(リース資産を除く)

定額法
なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法を採
用しております。

③ リース資産　　　　　　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数として、残存価額を零とする定額法によっております。

(3) 引当金の計上基準
① 貸倒引当金　　　　　　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については、貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特

定の債権については、個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。
② 賞与引当金　　　　　　従業員賞与の支給に備えるため、支給見込額に基づく、当事業年度負担額を計上しております。
③ 退職給付引当金　　　　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づ

き、退職給付債務から年金資産の額を控除した額を引当金として計上しております。なお、認識すべ
き年金資産が、退職給付債務を超過する場合には、前払年金費用として投資その他の資産に計上して
おります。

④ 役員退職慰労引当金　　役員の退職慰労金の支給に備えるため、役員退職慰労金規程に基づく当事業年度末要支給額を計上し
ております。
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⑤ 執行役員退職慰労引当金
　　　　　　　　　　　　執行役員の退職慰労金の支給に備えるため、執行役員規程に基づく当事業年度末要支給額を計上して
　　　　　　　　　　　　おります。
(4) 消費税等の会計処理 　消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

(5) 重要な外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準
外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理して
おります。

２．会計方針の変更に関する注記
　　該当事項はありません。

３．未適用の会計基準等に関する注記
・「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　平成30年３月30日　企業会計基準委員会）
・「収益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号　平成30年３月30日　企業会計基準委員会）

(1）概要
　国際会計基準審議会（IASB）及び米国財務会計基準審議会（FASB）は、共同して収益認識に関する包括的な会計基準の開発
を行い、2014年５月に「顧客との契約から生じる収益」（IASBにおいてはIFRS第15号、FASBにおいてはTopic606）を公表
しており、IFRS第15号は2018年１月１日以後開始する事業年度から、Topic606は2017年12月15日より後に開始する事業
年度から適用される状況を踏まえ、企業会計基準委員会において、収益認識に関する包括的な会計基準が開発され、適用指針と
合わせて公表されたものです。
　企業会計基準委員会の収益認識に関する会計基準の開発にあたっての基本的な方針として、IFRS第15号と整合性を図る便益
の１つである財務諸表間の比較可能性の観点から、IFRS第15号の基本的な原則を取り入れることを出発点とし、会計基準を定
めることとされ、また、これまで我が国で行われてきた実務等に配慮すべき項目がある場合には、比較可能性を損なわせない範
囲で代替的な取扱いを追加することとされております。

(2）適用予定日
　2022年３月期の期首から適用します。

(3）当該会計基準等の適用による影響
　「収益認識に関する会計基準」等の適用による計算書類等に与える影響額については、現時点で評価中であります。

４．表示方法の変更に関する注記
（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」の適用）

「『『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当事業年度の期首から適用
し、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表示しております。
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５．貸借対照表に関する注記
(1) 担保に供している資産及び担保に係る債務
① 担保に供している資産 建物 256,952千円

構築物 1,791千円
土地 550,436千円

計 809,180千円
② 担保に係る債務 短期借入金 228,600千円

１年以内返済予定の長期借入金 351,400千円
長期借入金 30,000千円

計 610,000千円

(2) 有形固定資産の減価償却累計額 4,630,381千円

　　（3）有形固定資産の取得価額から控除した圧縮記帳額
　機械及び装置 27,200千円

(4) 関係会社に対する金銭債権及び金銭債務
金銭債権 売掛金 68,277千円
金銭債務 買掛金

未払金
27,178千円
4,607千円

　　（5）期末日満期手形
　　　　期末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。
　　　　なお、当事業年度の末日が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形が期末残高に含まれております。

　　受取手形 35,092千円

６．損益計算書に関する注記
関係会社との取引高 営業取引による取引高

売上高 82,581千円
仕入高 113,675千円

７．株主資本等変動計算書に関する注記
自己株式の数に関する事項

当事業年度末における自己株式の種類及び株式数
普通株式 130千株
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８．税効果会計に関する注記
　　　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産
未払事業税 7,251千円
賞与引当金 50,971千円
未払費用 9,184千円
役員退職慰労引当金 43,125千円
執行役員退職慰労引当金 2,085千円
投資有価証券評価損 3,928千円
ゴルフ会員権評価損 6,921千円
その他 15,035千円

繰延税金資産小計 138,503千円
　評価性引当額 △44,378千円
　繰延税金資産合計 94,124千円

　　　繰延税金負債
　その他有価証券評価差額金 △11,302千円
　前払費用（年金掛金） △13,840千円

繰延税金負債合計 △25,143千円
繰延税金資産の純額 68,981千円

９．関連当事者との取引に関する注記
重要な関連当事者との取引は以下のとおりです。

属性 名称 議決権等の所有
（被所有）割合

関連当事者
との関係 取引内容 取引金額

（千円） 科目 期末残高
（千円）

子会社 WAKOU USA INC. 所　有
直　接　100％

資金の援助
役員の兼任

増資の引受
（注） - 関係会社株式 2,865,947

（注）　増資の引受は、WAKOU USA INC.が行った増資を全額引き受けたものであります。

10．１株当たり情報に関する注記
１株当たり純資産額 6,398円32銭
１株当たり当期純利益 215円13銭 （期中平均発行済株式総数から期中平均自己株式数を控除した株式数で算出し

ております。）

11．重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。

12．その他の注記
　　該当事項はありません。

13．記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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